
力学（宗像）小テスト問題（2013年7月11．日）

単位ベクトルi，j，kの間のベクトル積

ixj＝k，　jxk＝i，　kxi＝】，ixi＝】×j＝kxk＝0

を用いて以下の間に答えよ。

（1）位置ベクトルをr＝Xi＋yj＋zk、運動量ベクトルをp＝Pxi＋pyj＋pzkとする

とき、角運動量1＝rXpの三成分しレムを求めよ。

（2）力をF＝尉＋引＋ちkとするとき、力のモーメントN＝rXFの三成分

鶴，卑賎を求めよ。
（3）運動方程式dp／加＝Fを用いて、dl／加＝Nが成り立つことを示せ（（日で求

めた1の三成分をそれぞれ微分しそれが（2）で求めたNの三成分にそれぞれ

等しいことを示す）。

2次元の極座標系（r、の　で、質点の速度と加速度の成分はそれぞれ、

叫＝タ、γβ＝γ∂、qr＝デーr∂2、αβ＝2ナ∂＋γ∂　で与えられる。

質点の質量をmとして、以下の問に答えよ。2次元極座標系の単位ベクトルeγ，e8，eZの

間のベクトル積（i，j，k間のベクトル積と同様）を用いること。

（1）この質点の角運動量1＝rXpの大きさ！を、r，∂で表せ。

（2）dり加をr，タ，∂′∂で表せ。

（3）この質点に働く力が中心力の時、王が一定に保たれる（dり加＝0）ことを示せ。
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